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「 小 さ な 親 切 」 リ レ ー エ ッ セ イ

「徒然なるままに」

日普通に交わしているあいさつも十分できなかった
コロナ禍が過ぎ、学校内外で元気なあいさつが聞か

れるようになりました。あいさつがきっかけとなって、人と
のつながりが生まれます。
　私は、子どもたちの心に郷土愛を育みたいという願いを
持っています。そこで地域の方々に、登校時には「行って
らっしゃい」下校時には「おかえりなさい」というあいさつ
を付け加えていただくようにお願いしました。今では登校時
に、見守りボランティアさんの「おはようございます。行っ
てらっしゃい。」と手を振りながらのあいさつに、「おはよう
ございます。行ってきます。」と手を振り返す子どもの姿が
見られます。
　夕方前に地域の方の「おかえりなさい」に、子どもが「た
だいま」と返してくれたと聞くようになってきました。あい
さつによって、地域の方々に『地域の子ども』という意識
が生まれ、子どもたちが「いつも地域の人たちが見守ってく
れている」と安心できる関係で繋がることを願いながら、私
もあいさつをしています。	 2026.3.1発行号より

束どおり、勉強も部活もがんばったよ。卒業コン
サートがあるので観に来てください。僕、将来は警

察官になります。」
　市内の小学校に通う児童が警察署を訪れ、警察官にコン
サートの案内を手渡してくれました。母親に尋ねると、「以
前、不登校だった息子とどう向き合えばよいかわからず、
助けてほしいという一心で警察署に駆け込みました。する
と、ある警察官が息子をパトカーに乗せて励ましてくれた
のです。それ以来、息子は学校に休むことなく通うように
なり、今は金管バンド部でがんばっています。」と話して
くれました。
　児童は警察官との約束を守り、懸命にがんばってくれて
いたのでした。私たちは一日に何人もの人と出会います。
そのシチュエーションは様々であるからこそ、対応が通り
一遍なものであってはならず、相手の立場や気持ちを尊重
したものでなくてはなりません。
　何気ない私たちの言動に人は傷つき、または励まされ、
感謝されるものであるということに気づかされ、人の心の
琴線に触れる仕事をしようと決意を新たにした瞬間であり
ました。	 2025.6.1発行号より
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　「小さな親切」運動のシンボルフラワーは、＂コス
モス＂。「日本列島コスモス作戦」と題し、全国各地
でコスモスやヒマワリなど花の植栽活動を展開して
います。
　愛媛県本部（事務局：伊予銀行）ではこの活動の一
環として、学校や団体へ花の種子を提供し、取り組
みの様子や開花後の活用状況などを審査・表彰する
「『コスモス・ヒマワリの花』コンクール」を開催して
います。
　昨年度、同コンクールの「まごころ・かがやき大
賞（最優秀賞）」を受賞したのは、宇和島市立成
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学校。同校は長年にわたり清掃活動や花いっぱい活
動を続けているほか、校区内に四国八十八カ所霊場・
第四十二番札所「仏

ぶつ

木
もく

寺
じ

」があることから、「お接
せっ

待
たい

プロジェクト」を実施するなど、地域貢献に力を注
いでいます。
　お接待は、四国霊場を巡る参拝者（お遍路さん）に
対し、地元の方が飲み物や休憩場所を提供したり、
道案内や声掛けをしたりするおもてなし文化のこ
と。相手を思いやる温かな心遣いとして、今もなお
四国に広く受け継がれており、同校の児童も仏木寺
の境内でお茶や飴をふるまうなどお接待を続けてき
ました。

昨年はさらに、愛媛県本部提供の種子からコスモス
を育て、押し花にしたキーホルダーを100個作成。
「おみちように（道中お気をつけて）」の言葉を添え、
旅の安全を願う気持ちを込めました。
　お接待をするにあたり、仏木寺の住職さんから子
どもたちに伝えられたのは、「おもてなしの心」。旅
人を温かく迎え、心を込めて接することの大切さを
教わった子どもたちは、飲み物やキーホルダーを渡
しながら、お遍路さんを一生懸命もてなしていまし
た。中には英語を勉強し、外国からの参拝客との会
話を楽しむ児童も。
　コスモスの花言葉は＂まごころ＂。子どもたちのま
ごころがお遍路さんに届き、心に残る温かな思い出
となることを願っています。

コスモスに「おもてなしの心」を込めて

手作りのキーホルダーで旅の安全を祈願

【表紙写真】
都会の住宅街の中、ひときわ目を引く洗練された
建物は、近代建築の巨匠、フランク・ロイド・ライ
トの設計による「自由学園明日館」。大正時代に女
学校として創立されました。貴重なライト建築を見
学できるほか、講座開催やイベント利用もできます
ので、ぜひ足を運んでみてはいかがでしょうか（詳
細は9頁参照）。

自由学園明
みょう

日
にち

館
（東京都豊島区西池袋2-31-3）
TEL：03-3971-7535　FAX：03-3971-2570
メール：myonichi@jiyu.jp

【見学について】
通 常 見 学：10：00～16：00（15:30までの入館）
夜間見学日：毎月第3金曜日

18：00～21：00（20：30までの入館）
休日見学日：10：00～17：00（16：30までの入館）

※月1日程度 当館の指定日のみ。
休 館 日：毎週月曜、年末年始
見 学 料：建物見学のみ ￥500

喫茶付見学 ￥1,000
※不定休、見学時間の変更などがあるため
事前にWEBサイトをご確認ください。

【アクセス】
池袋駅メトロポリタン口より徒歩5分（JR：山手線・埼京
線・湘南新宿ライン・東京メトロ：丸ノ内線・有楽町線・
副都心線・東武鉄道：東上線・西武鉄道：池袋線）／
目白駅より徒歩7分（JR山手線）

かつての教室は多くの方々の学びの場に

生駒市立生駒北小中学校長◦小竹 仙哉

前奈良県生駒警察署長◦山本 英二

あいさつが繋ぐ力

警察官との約束

今年2月、愛媛県本部より「まごころ・かがやき大賞」と
「小さな親切」実行章を贈呈
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